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  資料編 
 

◆岡崎市の将来推計人口                  

当市の人口は当面増加し、2035 年には約 39.5 万人となりピークを迎

える見通しで、30 年後の 2050 年人口（38.7 万人）は、2020 年人口 

 
 

 

 

（38.7 万人）と概ね同規模と推計されます。 

総合計画の進捗により、人口ピークの上昇・先送りを目指します。 
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◆財政予測の実施                    

総合計画の策定にあたり、時代の潮流を踏まえた財政予測を実施しま

した。従来、こうした長期財政推計は、積上げ式で実施しておりました

が、精度に不安があることから、AI を用いた分析を試行しました。 

 

 

 

AI により、過去の歳入歳出決算額と人口推移を教師データとして、

将来決算額を予測したものが下図になります。従来方式で実施したもの

と比較し、近似していることを確認しました。今後も先進的な技術を取

り入れつつ計画策定に活かしてまいります。 
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決算額予測（人口推計結果から）
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決算額
（億円）

今後、赤字決算に向か
う傾向あり

赤字決算は、一定期間
経過後に黒字決算へ

黄色斜線の面積に相当
する基金準備が必要

AI による予測は、年度や金

額の精度を望むものではな

いが、概ねの傾向を把握す

る手法として非常に有効 
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◆策定経過                       

総合計画審議会・総合政策指針審議会の経過 

項目 年月日 内容 

第２回総合計画

審議会 

平成 30 年 

11 月 7 日 

第 7 次岡崎市総合計画策定の進捗状況 

第３回総合計画

審議会 

平成 31 年 

2 月 6 日 

第 7 次岡崎市総合計画策定の進捗状況 

岡崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

第１回総合政策

指針審議会 

令和元年 

6 月 18 日 

第 7 次岡崎市総合計画について 

第２回総合政策

指針審議会 

令和元年 

8 月 19 日 

次期総合計画について 

岡崎市総合戦略の評価について 

第３回総合政策

指針審議会 

令和元年 

10 月 29 日 

岡崎市総合政策指針（案）について 

第４回総合政策

指針審議会 

令和 2 年 

2 月 21 日 

次期総合計画について 

岡崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

市議会における経過 

項目 期間 内容 

総合計画等検討 

特別委員会※ 

平成 30 年 

９月 28 日 

総合計画の必要性や策定根拠等について 

定例会 平成 31 年 

３月 22 日 

総合政策指針条例を議決 

総合計画等検討 

特別委員会※ 

令和元年 

９月 30 日 

総合計画策定の基本的な考え方や市民参

画等について 

12 月定例会 令和元年 

12 月 20 日 

総合政策指針を議決 

※平成 29 年 11 月 15 日設置～令和元年 11 月 12 日廃止 

次期総合計画等の策定を付議事件として調査・研究を実施 

  

 

 

岡崎市総合政策指針審議会 委員 

任期：令和２年２月 21 日～令和４年２月 20 日 

 

役 職 氏  名 備  考 

委 員 天野
アマノ

 𠮷
ヨシ

伸
ノブ

 あいち三河農業協同組合 代表理事組合長 

委 員 入江
イリエ

 容子
ヨウコ

 愛知大学 教授 

委 員 氏原
ウジハラ

 久元
ヒサモト

 岡崎信用金庫 理事 

委 員 大林
オオバヤシ

 市郎
イチロウ

 岡崎商工会議所 会頭 

会 長 奥野
オクノ

 信宏
ノブヒロ

 
国土審議会会長 

名古屋都市センター長 

委 員 小川
オガワ

 光
ヒカル

 東京大学 教授 

委 員 小原
オハラ

 淳
アツシ

 岡崎市医師会 会長 

委 員 神尾
カミオ

 明幸
アキユキ

 岡崎市総代会連絡協議会 会長 

委 員 小林
コバヤシ

 正幸
マサユキ

 連合愛知三河中地域協議会 副代表 

委 員 福應
フクオウ

 謙一
ケンイチ

 岡崎市教育委員 

委 員 福
フク

和
ワ

 伸夫
ノブオ

 名古屋大学 教授 

委 員 堀越
ホリコシ

 哲美
テツミ

 
岡崎大学懇話会 会長 

愛知産業大学 学長 
  



4 

 

諮問書・答申書 

 

 

市民参画 

項目 期間 内容 備考 

パブリック

コメント 

令和元年 9

月 2 日 

～10月2日 

・第 7 次岡崎市総合計画

総合政策指針（案）に

ついての意見公募 

意見：10 件 

市民意識 

調査 

平成 30 年

7 月 9 日 

～7月20日 

・居住継続意向・住みよ

さ・市の取組全般の総

合評価 

・住みよいと思う理由・

住みにくいと思う理由 

等 

配布数：

5,000 件 

回収票数：

2,762 件 

回収率：

55.2％ 

WEB 

アンケート 

平成 30 年

10 月 1 日 

～10月8日 

・市のイメージ 

・これまでのまちづくり

と未来のまちづくり 

回収サンプル

数：1,033 件 

高校生 

アンケート 

平成 30 年

6 月 

～令和元年

11 月 

・将来の自分の暮らしの

イメージ 

・その暮らしを実現可能

か 

市内 22 校 

回答数 2,426

件 

意見交換 平成 30 年

8 月 

～令和元年

12 月 

・将来に期待することと

その理由 

・市内および周辺市町の

不動産購入の特徴・考

え方 

企業 22、大

学・研究機関

5、各種団体 3 

 

住民説明会 令和元年 1

月 18 日～

令和元年 2

月 2 日 

次期総合計画の説明 計 8 回 
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基本構想、基本計画の変遷 

昭和４４年１２月９日 基本構想議決 

・将来都市像「明るく・住みよい・豊かな町」 

（期間の定めなし） 

 

○ 岡崎市総合計画 

・策定時期  昭和４５年４月 

・計画期間  昭和４５年度～５４年度 

 

○ 岡崎市新総合計画 

・策定時期  昭和５２年４月 

・計画期間  昭和５２年度～６０年度 

・都市目標  「緑と太陽と清流の福祉文化都市」 

 サブタイトル「人間性豊かな市民の都市をめざして」 

 

昭和５９年３月２６日 基本構想議決 

・将来都市像 「明るく、住みよい、豊かな岡崎市」 

（目標年度 昭和７６年度〈平成１３年度〉） 

 

○ 第３次岡崎市総合計画 

・策定時期  昭和５９年４月 

・計画期間  昭和５９年度～６５年度（平成２年度） 

・都市目標 「豊かな自然と活力ある健康文化都市」 

 サブタイトル 「２１世紀のまちづくり」 

 

 

○ 第４次岡崎市総合計画 

・策定時期  平成２年８月 

・計画期間  平成３年度～１３年度 

・市政運営の基本方針 「２１世紀を拓く活力と創造のまち」 

 

平成１１年１２月２０日 基本構想議決 

・将来都市像 「人が輝く、活気に満ちた、美しい都市 岡崎」 

       （目標年度 平成３２年度） 

 

○ 第５次岡崎市総合計画（岡崎２１世紀プラン） 

・策定時期  平成１２年３月 

・計画期間  平成１２年度～２２年度 

 

平成２０年１２月１９日 基本構想議決 

・将来都市像 「人・水・緑が輝く 活気に満ちた 

美しい都市 岡崎」 

（目標年度 平成３２年度） 

 

○ 第６次岡崎市総合計画（前期基本計画） 

・策定時期  平成２１年３月 

・計画期間  平成２１年度～２６年度 

 

○ 第６次岡崎市総合計画（後期基本計画） 

・策定時期  平成２７年３月 

・計画期間  平成２７年度～３２年度 

 

 
  



6 

 

 


